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か
え
る
の
「
る
～
く
ん
」
を
と
お
し
て
焼
津
を
Ｐ
Ｒ

 
～
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
ま
む
ら
と
も
よ
さ
ん
～

　

議
員
が
直
接
話
を
聞
い
て
市
民
の
本

音
に
迫
る
「
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
。

今
回
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
や
ま

む
ら
と
も
よ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
？ 

る
～
く
ん
に
つ
い
て
も
教
え
て
！

　

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
大
好

き
で
し
た
。
小
学
生
の
時
に
大
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ

を
見
て
い
る
と
き
に
、
自
分
も
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
描
く
仕
事
が
し
た
い
な
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
焼
津
駅
前
通
り
商

店
街
の
山
正
亭
さ
ん
で
展
示
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
そ
れ
か
ら
外
の
看
板
に
お
店

の
メ
ニ
ュ
ー
を
描
く
仕
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
店
街
周
辺
の
お

店
か
ら
も
お
仕
事
を
い
た
だ
い
た
り
、

お
店
の
方
を
と
お
し
て
他
の
お
店
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
だ
ん
だ
ん

広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
に
な
り

ま
す
。

　

か
え
る
の
「
る
～
く
ん
」
は
、
大
学

受
験
の
と
き
に
ノ
ー
ト
に
落
書
き
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
誕
生
し
ま
し
た
。

市
内
の
商
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
ね
！

　

お
店
の
方
が
「
や
っ
て
み
な
い
？
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
一
緒
に
考

え
た
商
品
や
、
２
０
２
１
年
に
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
誕
生
し
た

商
品
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
「
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

焼
津
に
は
こ
だ
わ
っ
て
商
品
を
作
ら
れ

て
い
る
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
お
店
の
魅
力
を
る
～
く
ん
を

と
お
し
て
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※クラウドファンディング… プロジェクトを立ち上げた人が不特定多数の人々から少額ずつ資金を調達し、

プロジェクトを実現しようとするもの

る～くん

カレーが大好きなかえるの男の子

コラボレーションした商品を紹介

やまむら ともよさん

やまむらさん（中央）と石田議員（写真左）、岡田議員（写真右）
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焼
津
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と

思
う
？

　

焼
津
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
て
、
あ
た

た
か
い
方
が
多
く
、
人
柄
や
空
気
感
の

よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
お
魚
も
本
当
に
お

い
し
く
て
、
実
家
に
い
た
頃
は
毎
週
お

刺
身
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
焼
津
は
ど
ん
な
市
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
？

　

最
近
、
焼
津
駅
前
通
り
商
店
街
を
は

じ
め
、
焼
津
に
新
し
い
お
店
や
イ
ベ
ン

ト
が
増
え
て
、
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
焼
津
市
民
と
し
て

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
県
外
か
ら
移

住
し
た
い
よ
と
い
う
人
が
来
て
く
れ
た

り
、
若
い
方
が
お
店
を
持
っ
て
く
れ
た

り
す
る
よ
う
な
市
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

は
あ
る
？

　

焼
津
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、

る
～
く
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。
る
～
く
ん
が
一
緒

に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
！

　

る
～
く
ん
の
絵
本
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
て
、
現
在
勉
強
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
形
に
な
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
や
い
ち
ゃ
ん
が
特
別
住
民
票

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
か
る

～
く
ん
も
特
別
住
民
票
を
持
て
る
よ
う

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

やまむらともよさん

焼津市在住のイラストレーター。オリジナル

キャラクターかえるの「る～くん」の作品や

グッズ制作のほか、さまざまなイラスト制作

を行っている。

第６次焼津市総合計画の冊子のイラストや静岡県中部

看護専門学校のキャラクター制作等も手掛けている。

活動内容はホームページ等をご覧ください。

https://www.yamamuratomoyo.com/

インタビュー中の様子

る～くんとコラボレーションしたグッズ

やまむらさんが手掛けた作品

2 やいづ　議会だより



長
引
く
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費
な
ど
補
正
予
算
案
を
可
決
！

　

市
議
会
11
月
定
例
会
は
、
11
月
15
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の 

31
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
29
件
、
議
員
提
出
議

案
２
件
、
請
願
１
件
を
審
議

11
月
15
日　

本
会
議
第
一
日

・
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
（
承
認
案
件
）
１
件
を
上
程
し
、

承
認

・
補
正
予
算
１
件
を
上
程
、
委
員
会
審
査
を
経
て
、
可
決
（
市
長

提
出
）（
Ｐ
４
参
照
）

・
補
正
予
算
９
件
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
６
件
、
事
業
会

計
２
件
）、
条
例
12
件
（
制
定
３
件
、
改
正
９
件
）、
一
般
案
件

４
件
を
上
程
（
市
長
提
出
）

12
月
２
日
・
５
日　

本
会
議
第
二
日
・
三
日

・
一
般
質
問
13
議
員
（
Ｐ
６
～
12
参
照
）

・
議
案
質
疑
３
議
員

・
条
例
改
正
１
件
を
上
程
（
議
員
提
出
）

12
月
６
日　

各
委
員
会
の
議
案
審
査

・
各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
（
Ｐ
13
～
16
参
照
）

12
月
15
日　

本
会
議
第
四
日

・
11
月
15
日
及
び
12
月
５
日
に
上
程
さ
れ
た
26
議
案
の
審
査
結
果

報
告
及
び
討
論
を
経
て
、
25
議
案
可
決
、
１
件
否
決
（
Ｐ

４
・
５
参
照
）

・
補
正
予
算
２
件
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
１
件
）
が
追
加

上
程
さ
れ
、
委
員
会
審
査
を
経
て
、
す
べ
て
可
決
（
市
長
提

出
）（
Ｐ
４
参
照
）

・
請
願
１
件
を
上
程（
※
）、
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
及
び
討
論

後
、
不
採
択
（
Ｐ
５
参
照
）

・
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
の
報
告
を
承
認
（
Ｐ
18
参
照
）

・
条
例
制
定
１
件
を
可
決
（
議
員
提
出
）（
Ｐ
４
参
照
）

※上程された請願：安心・安全な学校給食と給食費無償化を求める請願 3やいづ　議会だより

定例会

概　要



賛成多数原案可決全会一致原案可決 全会一致原案可決

全会一致原案可決全会一致原案可決全会一致原案可決

全会一致原案可決全会一致原案承認全会一致原案承認

焼津市議会個人情報保護条

例の制定

焼津市議会における個人情
報の適正な取り扱いに関し、
必要な事項などを定めよう
とするもの

主な議案の審議結果

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第７号）案

増額３億3,468万４千円

長引く原油価格・物価高騰
の影響を受ける生活者や事
業者に対する支援など

焼津市個人情報の保護に関

する法律施行条例の制定

個人情報保護に関する法律
の改正法が施行されることに
伴い、条例に委任された事
項などを定めようとするもの

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第８号）案

増額13億7,095万６千円

各公共施設等の維持管理費
（光熱費）、障害者総合支援
サービス費　など

令和４年度焼津市一般会計

補正予算（第９号）

増額３億4,634万8千円

出産・子育て応援事業費、
道路改良事業費、土地区画
整理事業費　など

焼津市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定

資産割額の廃止及びこれに
伴う税率の改正など

駿河湾深層水体験施設（アク

アスやいづ）指定管理者の指定

アクアスやいづの指定管理
者を公募による選定により、
指定しようとするもの

焼津市勤労会館（サンライ

フ焼津）指定管理者の指定

サンライフ焼津の指定管理
者を公募による選定により、
指定しようとするもの

焼津市手数料条例の一部を

改正する条例

マイナンバーカードの普及促進
を図るため、コンビニ等にお
ける各種証明書の交付手数料
の引き下げをしようとするもの

4 やいづ　議会だより



議　案　名 議決結果 賛成：反対
石
原
安
竹
内
田
増
井
河
合
藁
科
須
﨑
石
田
松
島
村
松
川
島
杉
田
岡
田
秋
山
池
谷
渋
谷
杉
﨑
青
島
鈴
木
太
田
深
田

市
長
提
出
議
案

議第67号
焼津市議員報酬等支給条例
の一部を改正する条例の制
定について

可決 17：3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

市
長
提
出
議
案

議第68号
焼津市特別職の職員の給与
に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 17：3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

市
長
提
出
議
案

議第72号
焼津市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制
定について

可決 17：3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

市
長
提
出
議
案

議第73号
焼津市病院事業管理者の給
与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 17：3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議
員
提
出
議
案

発議案
第３号

焼津市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制
定について

否決 3：17 × × × × × × × × × × × 〇 × 〇 × × × × × 〇

請
願

第１号
安心・安全な学校給食と給
食費無償化を求める請願書

不採択 7：13 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

議案32件中、賛否が分かれた採決状況

（○印は賛成、×印は反対　池谷和正議長は可否同数の裁決以外は採決に加わりません。）

　議第67号、議第68号及び議第73号については、人事
院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて行う妥
当なものと考えられる。
　議第72号の賦課方式については、静岡県国民健康保
険運営方針に基づき、すでに県内26市町が資産割を使

用していない状況であり、本市においても見直しを行
う必要がある。資産割を廃止することで保険税の不足

する部分を所得割で確保することとしているが、段階

的に実施すること、基金の一部を活用することなどに

より、被保険者の負担を緩和する対策がとられている。

よって４議案に賛成する。

　議員・市長・副市長・教育長・病院事業管理者の期

末手当を上げる３つの議案（第67号・第68号・第73

号）に反対する。市は人事院勧告や閣議決定による通

知を理由にしているが、いずれも「行うべき」指揮命

令ではなく、それぞれの地方議会で十分に審議するた

めの参考となる意見や技術的な助言であり、強制力は

ない。他市では特別職報酬審議会が「市民の理解を得

ることは難しく据え置きが妥当」と答申したり、会計

年度任用職員の期末手当を上げたりする例もある。客

観的な根拠がないまま期末手当を上げることには賛同

できない。

　議員・特別職の手当増額は市民目線の現場主義とは

言えない。物価高騰に加え、台風15号での家具買い替

え等、厳しい状況だが、見舞金は床上浸水の１万円の

みで、増額や床下浸水・事業者への拡充もない。被災

市民の状況を鑑み、手当増額はしない措置をとるべき。

　国保条例改正は、段階的に資産割を廃止し、段階的

に所得割を引き上げるとのことだ。国保被保険者世帯

の35％約6,500世帯が値上げ、そのうち所得200万円

以下世帯は値上げされる世帯の56％だ。資産割のない

子育て世帯は毎年値上げとなる。被保険者が納めた基

金約12億円で値上げを抑えるべき。

　子どもたちは未来を担う宝、大人の責務は子どもた

ちを健やかに育てること。そのためには、①「学校給

食費無償化」市歳出予算の１％未満で可能、即対応可

能である。②「学校給食の有機食材推進」国による有

機給食導入への支援もある。子どもたちの健康成長に

は有機食材給食は不可欠である。③「給食施設をセン

ター方式から自校方式へ」作る人と食べる子どもの顔

が見える関係、調理中の香り・湯気・音と出来立てが

食べられることこそ食育の根幹である。④「アルミ

パックご飯をやめる」ご飯をよそう手間、その香りは

立派な食育である。

■「議第67号、議第68号、議第72号、議第73号」に対する討論の主な内容

■「請願第１号」に対する討論の主な内容

反対討論

反対討論

賛成討論 石田　江利子 議員

秋山　博子 議員

杉田　源太郎 議員

賛成討論 杉﨑　辰行 議員

5やいづ　議会だより



Ｑ 

市
内
に
お
け
る
罹
災
証
明
書
の
発
行

件
数
と
東
益
津
地
区
の
状
況
は
。

Ａ 

罹
災
証
明
書
発
行
は
11
月
末
で
３
０

８
件
、
内
東
益
津
地
区
は
２
５
７
件
。

Ｑ 

農
道
・
林
道
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
復
旧
作
業
の
状
況
は
。

Ａ 

11
月
末
で
畑
総
農
道
は
24
か
所
中
23

か
所
完
了
。
林
道
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
は
既
に
復
旧
済
み
。

Ｑ 

東
益
津
地
区
の
治
水
対
策
と
し
て
具

体
的
に
何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ 

石
脇
川
・
高
草
川
流
域
に
つ
い
て
は

今
回
の
浸
水
被
害
の
検
証
と
地
域
住

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
、
現
時
点
で
の

可
能
な
対
策
の
早
期
実
施
に
つ
い
て

県
に
要
望
し
て
い
る
。
喫
緊
の
対
策

と
し
て
は
、
高
草
川
遊
水
地
の
早
期

完
成
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
回
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
対
策

も
盛
り
込
ん
だ
水
災
害
対
策
プ
ラ
ン

な
ど
の
諸
計
画
の
早
期
完
成
が
重
要
。

市
は
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
な
ど
に
よ

る
排
水
対
策
の
強
化
や
農
業
用
排
水

機
場
と
の
連
携
強
化
を
県
に
求
め
る
。

Ｑ 

被
災
さ
れ
た
企
業
へ
の
支
援
は
何
か

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ 

現
在
県
で
被
災
企
業
の
事
務
所
等
の

復
旧
に
係
る
費
用
の
支
援
を
検
討
し

て
い
る
。

Ｑ 

防
災
上
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
推
進
は
。

Ａ 

構
築
を
進
め
て
い
る
災
害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
気
象
情
報
を
迅

速
に
発
信
す
る
。
罹
災
証
明
書
・
被

災
証
明
書
は
床
下
浸
水
の
電
子
申
請

を
導
入
。
今
後
床
上
浸
水
や
災
害
見

舞
金
も
電
子
申
請
を
検
討
す
る
。

Ｑ 

被
害
情
報
を
市
民
か
ら
収
集
す
る
よ

う
に
は
で
き
な
い
か
。

Ａ 

市
民
か
ら
の
情
報
は
非
常
に
重
要
。

災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
で
ど
の
よ

う
に
対
応
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

一 般 質 問

市 政 を 質
ただ

す    ！

11月定例会では、13議員が一般質問を行いました！

　議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状況や今後の方針などに

ついて質問を行います。

　一般質問の全ての内容は、市議会ホームページの「映像配信」や、「会議録

検索」からご覧いただくことができます。（最新の情報が掲載されるまでお時

間をいただくことがありますので、ご了承下さい。）

　市議会HP　https://www.city.yaizu.lg.jp/yaizu_gikai/index.html

　スマートフォンやタブレットをお持ちの方は、右記２次元コード

からもアクセスできるほか、各議員の顔写真下に掲載された２次元

コードから直接、議員の映像配信をご覧いただけます。

台
風
第
15
号
に
よ
る
被
害
と
対
応

 

今
後
の
東
益
津
地
区
の
治
水
対
策

県管轄の石脇川新水門（左）と

市管轄の東部排水機場（赤い屋根の建屋）

河
か

合
わい

一
かず

也
や

（凌雲の会）
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Ｑ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
前
後
、

現
在
に
い
た
る
実
績
は
あ
る
か
。

Ａ 

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
や

普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
に
努
め
て
い

る
。
市
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
消

滅
率
は
、
令
和
元
年
度
の
速
報
値
で

令
和
３
年
度
の
目
標
値
マ
イ
ナ
ス
12 

％
を
達
成
し
て
い
る
。

Ｑ 

宣
言
後
の
計
画
策
定
の
状
況
は
。

Ａ 

昨
年
度
と
今
年
度
の
２
か
年
で
第
３

次
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

同
計
画
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
か

ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

市
民
、
事
業
者
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
べ
き
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
相

互
に
協
働
し
な
が
ら
積
極
的
な
取
り

組
み
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｑ 

目
標
達
成
に
向
け
て
、
今
後
の
施
策

や
対
策
、
方
向
性
な
ど
は
あ
る
か
。

Ａ 

実
現
性
の
高
い
太
陽
光
発
電
の
導
入

や
普
及
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

今
後
は
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
事
業
者
の
省

エ
ネ
行
動
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

線
状
降
水
帯
を
伴
う
水
害
等
の
対
応

Ｑ 

台
風
15
号
は
多
く
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
今
後
の
災
害
、
水
害
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
で
あ
る
か
。

Ａ 
二
級
河
川
で
は
、
黒
石
川
や
梅
田
川

に
加
え
、
新
た
に
成
案
寺
川
、
志
太

田
中
川
が
事
業
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

栃
山
川
な
ど
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ
渫
に
よ
る
河
道
整

備
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
に
お
い
て
は
小
石
川
や
栄
田
川
の

嵩
上
げ
、
浚
渫
に
よ
る
河
道
整
備
な

ど
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

令
和
３
年
度
か
ら
多
文
化
共
生
社
会

推
進
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
協
議

会
で
の
点
検
と
評
価
は
ど
う
か
。

Ａ 

計
画
に
関
係
す
る
部
局
を
対
象
に
進

捗
状
況
や
課
題
、
対
策
の
調
査
を
行

い
、
焼
津
市
多
文
化
共
生
推
進
協
議

会
で
点
検
を
受
け
、
概
ね
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。

Ｑ 

市
の
業
務
に
お
け
る
多
言
語
対
応
は
。

Ａ 

広
報
や
い
づ
多
言
語
版
の
発
行
や
、
申

請
書
類
の
見
直
し
な
ど
の
ほ
か
、
他
市

に
先
駆
け
て
テ
レ
ビ
電
話
通
訳
機
能

付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
で
の
情
報
発
信
も
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ 

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
、

市
民
グ
ル
ー
プ
や
地
域
住
民
と
の
協

働
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ 「
は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室
」
な
ど
を

通
じ
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
い
く
。

豪
雨
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
て

Ｑ 

個
別
避
難
行
動
計
画
（
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
）
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み
の

市
民
運
動
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 「
我
が
家
の
避
難
行
動
計
画
」
を
普
及

啓
発
し
て
き
た
。
引
き
続
き
出
前
講

座
や
動
画
な
ど
で
、
災
害
か
ら
命
を

守
る
避
難
行
動
の
啓
発
に
取
り
組
む
。

Ｑ 

車
の
浸
水
避
難
場
所
に
つ
い
て
地
域

で
決
め
て
お
く
こ
と
は
ど
う
か
。

Ａ 

各
家
庭
で
浸
水
想
定
区
域
か
判
断
し

て
い
た
だ
き
、
想
定
区
域
内
な
ら
避

難
行
動
や
車
を
ど
こ
に
移
動
し
よ
う

か
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

Ｑ 

今
後
の
災
害
対
策
に
活
か
す
た
め
、

台
風
15
号
で
被
災
し
た
全
て
の
家
を

戸
別
訪
問
し
、
聞
き
取
り
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

Ａ 

雨
が
止
ん
だ
日
の
早
朝
よ
り
被
害
状

況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
被
災
者

の
声
を
改
め
て
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

台風15号で大量の土石

（坂本の旭団地公園裏の河川）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
の

 

考
え
方
や
行
動
予
定

誰
も
取
り
残
さ
な
い

 

多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

増
ます

井
い

好
よし

典
のり

（凌雲の会）

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

田尻新堀川雨天時状況
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Ｑ 

国
は
２
０
２
４
年
度
末
ま
で
に
健
康

保
険
証
や
運
転
免
許
証
と
の
統
合
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
あ
ら

ゆ
る
身
分
証
明
書
と
一
体
化
す
る
方

針
の
よ
う
だ
。

　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
に

つ
い
て
、
そ
の
伸
び
率
や
他
の
自
治

体
と
比
較
し
て
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ 

県
内
23
市
中
第
３
位
、
中
部
地
区
で

は
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

申
請
率
に
つ
い
て
は
10
月
末
現
在
で

64
・
２
％
で
あ
る
。。

Ｑ 

交
付
の
メ
リ
ッ
ト
を
市
民
に
感
じ
て

も
ら
う
取
り
組
み
は
。

Ａ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
国
民
健
康

保
険
証
の
再
交
付
や
、
限
度
額
適
用

認
定
書
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
申
請
で
き
、

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
や
、
印

鑑
登
録
の
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き

る
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
市
役
所
に
来
な
く
て
も
で
き

る
手
続
き
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

 

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
手
続
き
を
す
る
と
、
買
い
物
な

ど
に
利
用
で
き
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
国
が
実
施
し
て
お
り
、
消
費

の
活
性
化
だ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
利
便
性
を
体
感
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

 

な
お
、
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
終
了
後
も
引
き

続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
規

取
得
者
に
カ
ー
ド
取
得
時
に
も
ら
え

る
ポ
イ
ン
ト
相
当
の
支
援
を
行
う
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
の
強
化
を
図
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境

の
整
備
も
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、
約
５
億

円
で
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
約
１
％
で
あ
る
。
子
ど
も
の
社

会
増
等
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

Ａ 

学
校
給
食
費
と
子
育
て
世
帯
の
転
入
・

転
出
と
の
因
果
関
係
を
示
す
も
の
は

な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

Ｑ 

段
階
的
に
検
討
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

Ａ 

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
実
質
的
な

無
償
化
を
し
て
お
り
、
現
時
点
で
こ

れ
以
上
の
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

浜
岡
原
発
再
稼
働
中
止
の
意
思
表
明
を

Ｑ 

経
産
省
の
新
た
な
運
転
延
長
検
討
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

国
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、

意
見
を
言
う
こ
と
は
控
え
る
。

Ｑ 

自
然
環
境
を
守
る
観
点
か
ら
再
稼
働

を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ 

環
境
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
し
た
道
筋
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ 

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
行
政
の

立
場
か
ら
浜
岡
原
発
再
稼
働
中
止
の

意
思
表
明
を
。

Ａ 

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り

新
基
準
に
お
け
る
適
合
性
を
審
査
中

で
あ
る
。
新
規
制
基
準
を
満
た
し
た

場
合
で
も
、
国
か
ら
納
得
で
き
る
説

明
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

河
川
清
掃
等
は
行
政
の
責
任
で

Ｑ 

地
域
の
環
境
に
地
域
住
民
が
関
与
す

る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
が
、
河
川

清
掃
等
は
重
労
働
で
あ
る
た
め
、
原

則
行
政
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

河
川
清
掃
等
の
地
域
美
化
活
動
は
、

自
主
事
業
と
し
て
環
自
協
な
ど
を
中

心
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
連
携
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

雑草が繁茂している河川右岸

（旧大井川地区）

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

 

交
付
、
普
及

杉
すぎ

田
た

源
げん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市議会議員団）

石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

マイナンバーカード新規取得等で

もらえるマイナポイント　　　　
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Ｑ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
体
と
心

の
健
康
な
成
長
を
願
い
、
食
の
安
全

を
全
面
に
出
し
た
施
策
を
立
て
た
い

と
思
う
が
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
対
す
る
焼
津
市
の
対
応
は
。

Ａ 

地
域
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
な

ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
示

す
基
本
計
画
の
策
定
を
県
と
共
同
し

て
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
宣
言
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ 

有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
は
３

名
、
面
積
は
約
３
・
６
ha
、
耕
地
面

積
の
割
合
は
全
体
の
０
・
25
％
と
把

握
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
化
学
肥
料

と
化
学
合
成
農
薬
の
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
、
有
機
農
業

に
取
り
組
む
農
業
者
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 
安
全
面
か
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

推
進
強
化
を
図
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

Ａ 

食
の
安
全
性
と
い
う
側
面
か
ら
大
切

な
こ
と
と
承
知
し
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
給
食
費
で
の
食
材
調
達
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
、
ま
だ
生
産
者
が
少
な

い
こ
と
か
ら
現
段
階
で
の
推
進
は
難

し
い
と
考
え
る
。

Ｑ 

給
食
の
無
償
化
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ 

現
時
点
に
お
い
て
、
一
律
の
無
償
化

は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ 

食
の
安
全
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
関
し
て
の

条
例
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ 

現
在
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法

に
基
づ
く
基
本
計
画
を
県
と
共
同
し

て
策
定
し
て
お
り
、
こ
の
基
本
計
画

に
沿
っ
て
農
業
に
お
け
る
環
境
負
荷

の
低
減
に
係
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て
も
、

ま
ず
は
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業

者
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ 

障
害
者
手
帳
の
無
料
ア
プ
リ
、
ミ
ラ

イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
た
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

今
後
、
画
面
表
示
に
よ
り
障
が
い
者

減
免
が
適
用
で
き
る
公
共
施
設
を
増

や
す
と
と
も
に
、
民
間
施
設
に
は
ア

プ
リ
の
周
知
お
よ
び
働
き
か
け
を
行

い
、
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

Ｑ 

公
の
施
設
の
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い

て
、
本
市
の
対
応
は
。

Ａ 

公
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
上

で
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
有
用

な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、
年
内

に
庁
舎
や
文
化
会
館
な
ど
、
主
要
施

設
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ 

高
齢
者
等
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い

て
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
廃
棄

物
処
理
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ 

万
が
一
の
時
の
安
否
確
認
や
生
活
上

の
困
り
事
へ
の
気
づ
き
と
い
っ
た
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
の
強
化

に
つ
な
が
る
。
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
、
地
域
を
交
え
た
ご
み
出
し
支

援
体
制
に
つ
い
て
、
環
境
と
福
祉
部

門
が
連
携
し
、
具
体
的
に
検
討
し
て

い
く
。

市
民
の
病
気
予
防
へ
の
取
り
組
み

Ｑ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に

つ
い
て
６
月
定
例
会
で
提
案
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
は
。

Ａ 
帯
状
疱
疹
に
係
る
受
診
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
す
る
と
と
も
に
、
全
国
自

治
体
の
助
成
状
況
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
行
っ
て
き
た
。

Ｑ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

Ａ 

今
後
、
具
体
的
に
助
成
制
度
の
導
入

を
進
め
て
い
く
。

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の

取
り
組
み

学
校
給
食
を
軸
と
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
農
業
の
普
及
を
目
指
し
て

鈴
すず

木
き

浩
ひろ

己
み

（公明党議員団）

新鮮な野菜（イメージ）

杉
すぎ

﨑
ざき

辰
たつ

行
ゆき

（市民派議員団）
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Ｑ 

歩
車
道
に
緑
陰
を
提
供
し
、
快
適
な

交
通
空
間
を
形
成
、
美
し
い
並
木
に

よ
る
沿
道
の
建
築
物
の
景
観
の
質
の

向
上
な
ど
、
街
路
樹
が
持
つ
本
来
の

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

た
新
た
な
街
路
樹
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

既
に
街
路
樹
、
桜
並
木
及
び
公
園
樹

木
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
業
務
の

仕
様
書
に
管
理
方
法
な
ど
を
定
め
、

樹
木
固
有
の
美
し
さ
や
景
観
に
配
慮

し
た
管
理
を
実
施
し
て
い
て
今
の
と

こ
ろ
困
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
、

新
た
な
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る

こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

給
食
費
の
値
上
げ
を
し
な
い
で

Ｑ 

物
価
高
騰
が
学
校
給
食
会
計
を
直
撃
、

現
状
の
ま
ま
で
は
給
食
費
の
値
上
げ

が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
食
材

費
補
助
に
よ
り
当
面
の
値
上
げ
を
し

な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

Ａ 

給
食
費
の
改
定
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
食
材
費
の
高
騰
に
よ
り
、

そ
の
質
や
量
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

努
め
て
い
く
。

カ
ツ
オ
盗
難
事
件
に
焼
津
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

Ｑ 

焼
津
漁
業
協
同
組
合
に
焼
津
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
指
導
、
助
言
を
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
市
は
ど
の
よ

う
に
し
て
信
頼
回
復
し
て
い
く
の
か
。

Ａ 

焼
津
漁
業
協
同
組
合
が
第
三
者
委
員

会
を
基
に
、
そ
の
前
段
で
や
る
べ
き

こ
と
を
新
し
い
体
制
で
現
在
進
め
て

い
る
。
第
三
者
委
員
会
の
公
式
な
見

解
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
に
準
じ

て
焼
津
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
最

大
限
に
協
力
し
な
が
ら
焼
津
市
の
信

頼
回
復
に
向
か
っ
て
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

日
本
の
高
齢
化
率
は
先
進
国
で
ト
ッ

プ
を
走
っ
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

の
包
括
的
な
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
本
市

も
進
め
て
い
る
。
事
業
を
展
開
す
る

中
で
見
え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
、

関
係
者
間
で
ど
の
よ
う
に
共
有
、
協

議
し
て
い
る
か
。

Ａ 

医
療
・
介
護
等
の
専
門
職
、
民
生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
参
加
す
る

地
域
ケ
ア
個
別
会
議
と
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
単
位
の
地
域
ケ
ア
圏

域
会
議
を
開
催
し
、
課
題
把
握
と
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

 

さ
ら
に
、
市
全
体
の
課
題
解
決
の
た

め
に
、
今
年
度
、
地
域
ケ
ア
推
進
会

議
を
設
置
し
、
充
実
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

Ｑ 

課
題
解
決
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ 

地
域
ケ
ア
会
議
と
併
せ
、
地
域
さ
さ

え
あ
い
協
議
体
に
お
い
て
、
住
民
同

士
が
主
体
的
に
地
域
課
題
の
抽
出
か

ら
解
決
ま
で
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
住
民
主
体
の
地
域
さ

さ
え
あ
い
活
動
を
推
進
す
る
。

Ｑ 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 
地
域
住
民
か
ら
生
活
課
題
を
聞
い
た

り
、
問
題
解
決
の
た
め
に
人
や
物
な

ど
の
地
域
資
源
を
探
し
た
り
し
て
、

整
理
し
た
情
報
を
協
議
体
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
協
議
体
活
動
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

石
いし

田
だ

江
え

利
り

子
こ

（凌雲の会）

高
齢
者
に
お
け
る

 
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

街
路
樹
・
公
園
の
樹
木
・
桜
並
木
の

保
全
で
緑
豊
か
な
焼
津
を

課題解決に向けて

小石川の桜並木

岡
おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（市民派議員団）
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Ｑ 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
取

り
組
み
と
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ 

地
域
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
や
、

農
林
漁
業
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
資

す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
基
本
計

画
の
策
定
を
、
県
と
協
同
し
て
進
め

て
い
る
。
基
本
計
画
は
本
年
度
内
に

ま
と
め
、
公
表
す
る
。

Ｑ 

耕
作
放
棄
地
の
発
生
予
防
対
策
と
既

存
の
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す
方
法
は
。

Ａ 

発
生
予
防
対
策
と
し
て
は
、
農
業
委

員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取

り
組
む
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
大
井
川
と
連
携

し
、
焼
津
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約
、
集
積
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
担
い
手

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
解
消
対
策
と
し
て
は
、
現
在
、

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
取
り
組

む
担
い
手
農
業
者
に
対
し
て
、
荒
廃

農
地
等
利
活
用
促
進
事
業
に
よ
る
支

援
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
約
30

ア
ー
ル
の
農
地
の
再
生
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
発
生
防
止
と
そ
の
解
消
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ 

農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
地
域
計
画

と
策
定
方
針
は
。

Ａ 

地
域
計
画
に
は
、
生
産
の
効
率
化
や

ス
マ
ー
ト
農
業
を
通
じ
た
農
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
て
、
地
域
の
将
来

の
農
業
の
在
り
方
や
農
地
の
効
率
的

な
利
用
に
関
す
る
目
標
と
、
そ
の
地

図
を
盛
り
込
む
。

　

 

策
定
方
針
と
し
て
は
、
今
年
度
、
県

が
各
市
町
で
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

取
り
組
み
状
況
を
共
有
す
る
。
本
市

で
は
、
静
浜
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
先
行
し
て
地
域
計
画
の
策
定

を
進
め
、
他
の
地
域
も
令
和
６
年
度

ま
で
に
地
域
で
の
意
見
交
換
な
ど
を

実
施
し
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

Ｑ 

焼
津
み
な
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
祭
な
ど
の
開
催
状
況
は
。

Ａ 

令
和
４
年
度
の
第
37
回
焼
津
み
な
と

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏

ま
え
、
静
岡
県
内
在
住
者
を
対
象
に
、

参
加
者
の
検
温
や
手
指
の
消
毒
な
ど
、

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

５
３
８
９
人
の
参
加
の
下
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
。

Ｑ 

新
た
に
で
き
る
体
育
館
の
イ
メ
ー
ジ
、

完
成
ま
で
の
流
れ
を
伺
う
。

Ａ 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
建
設
予
定
地
が
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
対
象
区
域
で
あ
る
た
め
、

必
要
な
調
査
及
び
手
続
き
等
を
経
て
、

建
設
工
事
に
着
手
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
焼
津
市

を
目
指
し
て

Ｑ 

現
在
、
ア
ト
レ
庁
舎
改
修
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

Ａ 

１
月
よ
り
１
階
部
分
の
保
健
セ
ン

タ
ー
の
機
能
移
転
に
伴
う
改
修
工
事

に
着
手
し
、
夏
ご
ろ
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｑ 

令
和
６
年
度
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ 

本
市
が
目
指
し
て
い
た
姿
で
あ
る
児

童
福
祉
お
よ
び
母
子
保
健
の
一
体
的

な
相
談
支
援
を
行
う
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
令
和
６
年
４
月
施
行
の
改

正
児
童
福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
ア
ト
レ
庁
舎
の
整
備
完

了
後
、
速
や
か
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と

農
業
の
将
来
及
び
耕
作
放
棄
地
対
策

改修工事が進められるアトレ庁舎

将来にわたり、持続可能な農業を

（撮影：小川地区）

安
やす

竹
たけ

克
かつ

好
よし

（凌雲の会）

内
うち

田
だ

修
しゅう

司
じ

（凌雲の会）
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Ｑ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
４

年
に
第
６
次
焼
津
市
総
合
計
画
・
第
２

期
基
本
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

施
策
横
断
的
な
視
点
の
一
つ
と
し
て

示
し
、
各
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を

関
連
づ
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

計
画
の
進
捗
は
。

Ａ 

施
策
の
成
果
指
標
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
評
価
を
行
い
、
そ
の
際

は
、
関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

も
確
認
・
点
検
を
行
う
。

Ｑ 

田
園
回
帰
１
％
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

田
園
回
帰
１
％
戦
略
は
、
毎
年
人
口

１
％
分
の
増
加
を
実
現
す
れ
ば
人
口

安
定
化
を
達
成
で
き
る
と
紹
介
さ
れ

て
お
り
、人
口
規
模
や
自
然
増
減
・
社

会
増
減
の
実
態
を
考
慮
す
る
と
本
市

で
は
当
て
は
ま
り
に
く
い
と
考
え
る
。

Ｑ 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
は
。

Ａ 

漁
具
倉
庫
を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

と
し
て
改
修
し
、
利
用
企
業
の
誘
致
や

複
業
人
材
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
元
企
業
と
首
都
圏
企
業
に
よ
る
新

規
事
業
の
創
出
や
、
新
商
品
開
発
、
販

売
開
拓
な
ど
地
域
資
源
の
利
活
用
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

農
業
・
福
祉
の
連
携
で
目
指
す
多
世

代
交
流
の
居
場
所
づ
く
り
は
。

Ａ 

県
が
開
設
す
る
農
福
連
携
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
活
用
し
、
農
業
者
と
福

祉
事
務
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
市
内
で
は
、
苺
の
出
荷
箱
の
制

作
や
ハ
ウ
ス
の
清
掃
作
業
な
ど
に
従

事
い
た
だ
い
て
い
る
。
50
歳
以
上
の

新
元
気
世
代
に
は
、
生
き
が
い
・
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て

市
民
農
園
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

私
も
岡
当
目
、
坂
本
、
浜
当
目
の
県

の
説
明
会
に
参
加
し
た
。
県
は
「
石

脇
川
か
ら
の
浸
水
要
因
検
証
に
着
手

し
、
２
月
ま
で
に
改
め
て
地
元
自
治

会
に
説
明
す
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
間
に
大
雨
が
降
れ
ば
、
ま
た
浸

水
被
害
が
発
生
し
な
い
か
と
心
配
に

な
る
。
今
回
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
「
な

ぜ
水
門
を
閉
め
な
か
っ
た
か
」
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
県
は
遠
隔
装
置

の
機
械
を
見
て
、
逆
流
し
て
い
な
い

か
ら
水
門
を
閉
め
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
現
地
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
ら
、
市
は
県
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
市
職
員
は
現
地
へ
出
向
く
か
。

Ａ 

市
民
の
方
で
も
情
報
を
も
ら
え
れ
ば
、

現
地
で
水
防
体
制
を
取
っ
て
い
る
の

で
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中
で
現
地

を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ

の
情
報
を
し
っ
か
り
島
田
土
木
事
務

所
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

大
井
川
の
中
島
に
排
水
ポ
ン
プ
車
が

１
台
あ
る
が
、
移
動
に
時
間
が
か
か

る
。
東
益
津
地
域
に
も
う
一
台
配
備
を
。

Ａ 

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

見
舞
金
の
事
業
所
等
へ
の
拡
充
に
つ

い
て
、
市
は
「
現
時
点
で
考
え
て
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
島
田
市
は
県

の
助
成
対
象
外
を
救
済
す
る
た
め
に
、

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
や
小
規
模

事
業
者
に
独
自
の
支
援
を
行
う
た
め
、

い
ち
早
く
11
月
定
例
会
の
補
正
予
算

案
に
１
千
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
焼

津
市
も
行
う
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

Ａ 

県
の
ほ
う
で
災
害
の
被
害
を
受
け
た

方
々
の
復
旧
事
業
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。年
明
け
以
降
、申
請
な
ど
が
あ
る

の
で
、
今
の
時
点
で
は
商
工
会
議
所

と
も
連
携
し
、
周
知
や
申
請
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

台
風
15
号
浸
水
要
因
検
証
と
対
応

 
見
舞
金
を
事
業
所
等
へ
拡
充
を

第
６
次
焼
津
市
総
合
計
画
・
第
２
期

基
本
計
画
の
未
来
共
創
プ
ラ
ン

第６次焼津市総合計画第２期基本計画

（概要版）

石脇川新水門

深
ふか

田
だ

ゆり子
こ

（日本共産党市議会議員団）

太
おお

田
た

浩
こう

三
ざぶ

郎
ろう

（市民派議員団）
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焼津市職員の定年等に関する条例の一部改正など

職員の定年を延長、令和1３年度に６5歳へ

予算・条例の審査概要《総務文教常任委員会》

焼
津
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

Ｑ
匿
名
加
工
情
報
を
民
間
に
提
供
す
る

た
め
に
は
、
新
た
に
条
例
の
制
定
が

必
要
に
な
る
の
か
。

Ａ
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

よ
っ
て
手
続
き
な
ど
が
す
べ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
自

治
体
で
条
例
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
を

規
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、

民
間
の
方
が
使
用
す
る
情
報
を
、
個

人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
す

る
た
め
の
費
用
を
使
用
業
者
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
手
数
料

と
し
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
今
回
の
法
律
の
改
正
は
、
市
な
ど
が

持
つ
情
報
を
民
間
が
有
効
利
用
し
て

い
く
た
め
の
も
の
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
は
こ
れ
に
協
力
し
て
い
く
の

か
、
当
面
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

Ａ
法
律
改
正
の
主
旨
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
を
し
て
、
民
間
等
が
有
効
利
用

す
る
こ
と
で
、
経
済
の
発
展
や
防
災
、

医
療
、
福
祉
な
ど
の
分
野
に
資
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
と
し

て
も
そ
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
情
報
提
供
に
際
し
て
は
、
利

用
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
使
う
か
提
案

し
て
い
た
だ
き
、
市
で
審
査
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
各
自
治
体

等
の
例
を
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

焼
津
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

Ｑ
建
物
修
繕
費
は
エ
ア
コ
ン
の
修
繕
と

の
こ
と
だ
が
ど
う
い
っ
た
修
繕
か
。

Ａ
病
院
全
体
を
賄
う
２
台
の
う
ち
の
１

台
で
あ
り
、
病
院
建
設
時
に
設
置
し

た
機
器
で
、
か
な
り
古
く
こ
れ
ま
で
修

理
し
な
が
ら
使
用
し
て
き
た
が
、
運

転
停
止
に
至
っ
た
た
め
、
機
器
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
病
院
内
で
他
に
も
修
繕
が
必
要
な
箇

所
は
あ
る
の
か
。

Ａ
病
院
自
体
が
建
設
か
ら
39
年
経
っ
て

い
る
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
新
病
院

建
設
を
見
据
え
大
規
模
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
控
え
て
き
た
が
、
新
病
院
建

設
の
時
期
が
延
び
て
い
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
は
修
繕
計
画
を
立
て
、
必

要
な
箇
所
を
計
画
的
に
修
繕
を
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

Ｑ
60
歳
以
降
は
役
職
定
年
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
う
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
の
か
。

Ａ
基
本
的
に
は
全
職
員
役
職
定
年
で
役

か
ら
降
り
て
い
た
だ
く
。
た
だ
し
、

例
外
措
置
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例

は
明
文
化
し
て
い
る
。

Ｑ
定
年
延
長
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問

題
は
あ
る
か
。

Ａ
職
員
数
が
一
時
的
に
増
え
る
。
ま
た
、

役
職
定
年
と
な
る
職
員
の
意
識
の
変

化
も
出
る
と
想
定
さ
れ
、
該
当
職
員

に
は
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

現行60歳の定年が65歳に

段階的に引き上げ　　　
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予算・条例等の審査概要《市民福祉常任委員会》

システム改修などの質疑応答が交わされる

議員発議による条例改正案

焼
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

同
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
議
第
72
号

案
で
は
、
資
産
割
額
の
廃
止
及
び
そ
れ

に
伴
う
税
率
の
改
正
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
も
同
条
例
に
つ

い
て
、
現
在
、
国
が
未
就
学
児
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
額
軽
減
対
象
を
、
市
独
自
で
18

歳
以
下
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
旨
と

し
た
発
議
案
第
３
号
が
上
程
さ
れ
、
併

せ
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
均
等
割
の
軽
減
対
象
を
未
就
学
児
か

ら
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
シ
ス
テ

ム
改
修
が
必
要
と
な
り
、
時
間
も
費

用
も
か
か
る
と
思
う
が
、
シ
ス
テ
ム

改
修
は
施
行
期
日
で
あ
る
令
和
５
年

４
月
１
日
に
間
に
合
う
の
か
。

Ａ
（
健
康
福
祉
部
）
均
等
割
の
軽
減
対

象
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
な
る

と
、
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
施
行
期
日
ま
で
に

改
修
を
間
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ｑ
子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
に
つ
い
て

は
財
政
措
置
を
含
め
て
国
の
政
策
と

し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
今
後
も
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Ａ
（
提
出
議
員
）
基
金
を
活
用
す
れ
ば

均
等
割
の
減
免
対
象
者
を
拡
大
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
18
歳
ま
で
の
減

免
を
独
自
で
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。

令
和
４
年
度
焼
津
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
費
の
利
用
者
は
ど
の
く
ら
い
増
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
利
用
者
数
で
は
な
く
利
用
回
数
に
な

る
が
、
全
部
で
１
１
８
５
回
分
の
増

を
計
上
し
て
い
る
。

焼津市議会　委員会会議録

        
　常任委員会及び予算決算審査特別委員会における委員会の会議録を市議会ホームページにて

ご覧いただけます。（最新の情報が掲載されるまでお時間をいただくことがありますので、ご

了承ください。）

委員会での詳しい審議内容はホームページから！

■焼津市議会　委員会会議録

　https://www.city.yaizu.lg.jp/yaizu_gikai/hongikai/iinnkaikaigiroku.html

14 やいづ　議会だより



予算・条例等の審査概要《建設経済常任委員会》

北側芝生広場へ、令和５年９月ごろ完成予定

市役所に足湯と温泉スタンドを整備へ！

焼
津
市
温
泉
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

Ｑ
温
泉
施
設
整
備
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
に
、
市
役
所
庁
舎
北
側

の
芝
生
広
場
（
現
在
整
備
中
）
に
「
足

湯
」
と
、「
温
泉
ス
タ
ン
ド
」
を
整
備

す
る
事
業
で
あ
る
。

な
お
、
令
和
４
年
度
中
に
温
泉
ス
タ

ン
ド
の
整
備
を
予
定
し
て
い
た
が
、

半
導
体
不
足
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
事
業
内
容
を
一
部
変
更

し
、
令
和
５
年
度
に
延
長
す
る
も
の

で
あ
る
。

Ｑ
半
導
体
不
足
と
の
こ
と
だ
が
、
納
入

の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

Ａ
現
在
の
状
況
だ
と
、
令
和
５
年
の
夏

に
納
入
が
見
込
ま
れ
、
温
泉
施
設
は

９
月
ご
ろ
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

焼
津
市
勤
労
会
館（
サ
ン
ラ
イ

フ
焼
津
）指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ
今
回
選
定
さ
れ
た
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
、
選
考
・
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

Ａ
料
金
設
定
を
高
く
感
じ
た
選
定
委
員

が
多
か
っ
た
が
、
過
年
度
の
運
営
実

績
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
い
評
価

に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
入
浴
料
金
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

Ａ
現
行
の
５
１
０
円
か
ら
、
５
６
０
円

に
な
る
予
定
。

焼
津
市
港
湾
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

Ｑ
港
湾
施
設
改
良
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
維
持
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
航
路
護

岸
の
点
検
を
行
っ
た
際
、
矢
板
護
岸

の
一
部
に
、
経
年
劣
化
が
原
因
と
な

る
大
小
12
か
所
の
損
傷
箇
所
が
確
認

さ
れ
た
た
め
、
専
門
的
な
知
見
を
持
っ

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
、
補

修
方
法
や
耐
震
性
な
ど
の
調
査
・
検

討
す
る
業
務
で
あ
る
。

焼津市議会映像配信

        
　焼津市議会では、インターネットによる本会議のライブ中継と、

録画映像を配信しています。傍聴に来ることができない場合でも、

パソコンやスマートフォン、タブレット端末等で本会議の映像を

ご覧いただくことが出来ます。（録画映像の配信は閉場ごとおお

むね７日（土日祝日を除く）以降からご覧になれます。）

市議会インターネット中継をご覧ください！ 

■焼津市議会映像配信　http://www.yaizu-city.stream.jfit.co.jp/
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予算の審査概要《予算決算審査特別委員会》

伴走型相談支援と経済的支援を一体的に

安心して出産・子育てができるように

ご
み
減
量
対
策
事
業
費

Ｑ
「
キ
エ
ー
ロ
」
の
追
加
分
と
の
こ
と
だ

が
、
追
加
の
背
景
は
。

Ａ
申
込
者
数
が
74
人
お
り
、
現
在
配
布

を
し
た
の
が
45
人
で
、
待
機
者
数
が

29
人
い
る
。
ま
た
、
申
し
込
み
が
大

変
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
追
加
制

作
し
、
20
基
再
募
集
を
行
う
。

生
活
者
消
費
支
援
特
別
給
付

事
業
費

Ｑ
公
民
館
の
出
張
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み

は
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

の
事
業
と
し
て
、
市
役
所
に
来
庁
で

き
な
い
交
通
弱
者
の
方
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
個
人

で
申
請
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
、
市

内
９
か
所
の
公
民
館
に
出
向
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
。
出
来
上
が
っ
た
カ
ー
ド

は
、
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
郵
送
で

交
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
い
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

Ａ
１
月
５
日
か
ら
２
月
28
日
の
間
に
１

公
民
館
２
日
間
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規
取
得
者

に
ク
オ
カ
ー
ド
５
千
円
分
を
配
布
と

の
こ
と
だ
が
、
金
額
の
根
拠
は
。

Ａ
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
第
１
弾

の
５
千
円
分
が
妥
当
と
考
え
た
。

Ｑ
申
請
件
数
の
想
定
は
。

Ａ
ク
オ
カ
ー
ド
の
枚
数
は
７
５
７
０
枚

を
想
定
し
て
い
る
。
根
拠
と
し
て
、

現
在
の
交
付
件
数
が
月
３
千
か
ら
４

千
枚
の
た
め
約
２
か
月
分
を
想
定
し

て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費

Ｑ
伴
走
型
相
談
に
つ
い
て
、「
一
体
的
な

支
援
」
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
が
、

具
体
的
に
ど
こ
が
一
体
的
な
の
か
。

Ａ
伴
走
型
支
援
の
相
談
に
つ
い
て
、
妊

娠
届
提
出
時
、
妊
娠
８
か
月
頃
の
妊

婦
、
乳
児
家
庭
訪
問
の
時
に
ア
ン
ケ
ー

ト
及
び
面
談
を
行
う
。
こ
の
伴
走
型

の
相
談
と
経
済
的
な
支
援
（
出
産
応

援
金
５
万
円
、
子
育
て
応
援
金
５
万

円
）
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

Ｑ
返
礼
品
の
上
位
３
品
は
何
か
。

Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
を
牽
引
し
て
い
る
上

位
３
品
は
、
１
番
が
ネ
ギ
ト
ロ
、
２

番
が
ビ
ー
ル
、
３
番
目
に
ツ
ナ
缶
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
寄
附
者
の
居
住
区
域
は
。

Ａ
東
京
都
が
一
番
多
く
、
約
24
％
、
東

京
以
外
の
関
東
圏
が
約
26
％
、
関
西

地
方
が
約
17
％
、
中
部
地
方
が
約
17 

％
、
そ
の
他
地
域
が
約
16
％
で
あ
る
。

黒土を利用した生ごみ処理容器「キエーロ」

妊娠から出産・子育て期の

家庭に寄り添う相談支援　

▶
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　令和４年10月25日に３常任委員長及び副委員長が、各常任委員会でとりまとめた政策提言書を

中野市長へ提出しました。詳細は下の２次元コードよりご覧ください。

みんなで育ちあう「子どもたちに輝く未来を」

〈総務文教常任委員会〉

目指そうゼロカーボンシティを！！

〈市民福祉常任委員会〉

焼津発ＳＤＧｓ－産業と技術革新の基盤を創ろう－

〈建設経済常任委員会〉

政 策 提 言 書 を 市 長 へ 提 出

テーマ選定

意見交換、提言内容の検討

行政視察・現地調査

提言書を市長に提出へ！

１　食育の促進

２　子どもたちの学びの場の整備

３　子どもたちが歩いて行ける場所に安心して過ごせる居場所づくりを！

１　ＣＯ２排出削減の取り組み

２　再生可能エネルギー

３　ＣＯ２の吸収

１　産学官および地域連携の構築

２　入居型もしくは一時使用できる研究・実験施設の設置

３　海洋深層水も利用した、大小さまざまな水槽を持つ施設の設置　ほか

17やいづ　議会だより



やいづの議会改革
公平公正で開かれた議会作りの推進および議会改革や議会活性化に関する調査研究を行うため、平成

31年２月25日に議会改革検討特別委員会を設置し、33回にわたり検討を行ってまいりましたので、結

果の一部をご報告します！

通称名等使用規定の制定

戸籍上の氏名から、通称や旧姓の

使用が可能になるよう会議規則を

変更

※議長に申請し、承認された場合

議員定数協議の枠組み

議員のなり手不足問題から議員定

数のあり方を検討する特別委員会

を設置

ＬｏＧｏフォームの活用

離焼届などの一部書類を電子申請

化し、議会のＩＣＴ活用を推進

焼津市議会ＢＣＰの策定

大規模災害発生時における議員の

活動原則および対応原則などを定

めた「焼津市議会業務継続計画

（ＢＣＰ）」を策定

所信表明の公表

焼津市議会の議長・副議長になろ

うとする議員の所信表明を全文Ｈ

Ｐに公開し、選出過程を明らかに

課長説明の省略

常任委員会の冒頭に行っていた、

担当課長による説明を省略するこ

とで時間を短縮し、より円滑な議

会運営を実現

議会報告会

議員主催の議会報告会を19期の早

い段階で開催する方向で検討しま

す。

政策提言

２年の歳月をかけて作成した提言

書を、より実効性の高い内容にす

るため、提言書策定方法の改善を

検討します。

市民の安全確保

地域での支援活動

情報収集

当局との連携 など

詳細はＨＰをご覧ください

その他詳しい検討内容は焼津市議

会のホームページよりご覧くださ

い。下記二次元コードからもご覧

いただけます。

改選後、19期でも引き続き検討していきます！

焼津市議会 所信表明

旧姓

平仮名

円滑に
なり手
不足

開催に
向けて
検討

CHECK

災害発生
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編 集 後 記

　焼津市議会第18期議員による議会は昨年11

月議会で終わり、議会だよりもこの170号が

現メンバーによる最後の発行です。

　議会活動や審議内容などを少しでもわかり

やすくお届けしたいと思い、これまで取り組

んできました。市民インタビューでは貴重な

ご意見をいただき掲載してきました。

　新年を迎えて間もなく新たな市議会がス

タートしますが、これまで以上に親しまれる

広報誌となるように、ご意見をお寄せ下さい。

 （河合）　　　やいづ市議会広報特別委員会
石田江利子、内田修司、河合一也

川島　要、岡田光正、深田ゆり子

　12月20日モンゴル国チンゲルテイ区議会の

訪問団の皆さまが来焼され、焼津市議会に表

敬訪問がありました。

モンゴル国チンゲルテイ区議会

訪問団が市議会を訪問しました！

まちづくり市民集会が

３年ぶりの対面開催！

　１月14日まちづくり市民集会大ワールドカ

フェが焼津文化会館で開催し、議員や多くの

市民が参加されました。

２月の市議会

日 曜日 内　　　　容 開会時間

2/24 金 本会議（議案の上程） 9：00

3/9 木 本会議（代表質問・一般質問） 9：00

3/10 金 本会議（一般質問） 9：00

3/13 月 本会議（一般質問・質疑） 9：00

3/14 火 委員会 9：00

3/15 水 委員会 9：00

3/22 水 委員会 9：00

3/24 金 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決） 9：00

本会議の模様は、インターネット中継でもご覧いただけます。

日程は変更になる場合がありますので、最新の情報はＨＰなど
でご確認ください。
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